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 2.2 実験廃液処理報告 
 






図 1 は，過去 41 年分の年度別有機廃液処理量の棒
グラフであるが、平成 27 年度の処理量は 173,313kg と
なり、前年度より約 11.8％にあたる 18,338kg と急増し、
これまでの最高値となった。廃溶媒量は 116,977kg で
前年度より8.2％の 8,854kg増加し、水溶性希薄廃液は




図 2 のように平成 27 年度の処理量の内訳として、吉







示したのが 図 3 である。工学研究科は前年度に比べ、
310kg 増加し、全学の 35.8％であった。宇治地区(農学













図 2 平成 27年度有機廃液処理量 
 
図 3 平成 27年度部局別有機廃液処理量 







































表 1 平成 27年度部局別処理量 




kg 地 区 名 
計 
kg 




理学研究科 14,150  4,070  18,220  
生命科学研究科 130  110  240  
医学研究科 650  260  910  
附 属 病 院 2,300  1,690  3,990  
薬学研究科 14,670  3,810  18,480  
農学研究科 6,952  4,675  11,627  
エネルギー科学研究科 600  160  760  
地球環境学堂・学舎 40  160  200  
再生医科学研究所 270  220  490  
ウイルス研究所 50  190  240  
iPS細胞研究所 151  13,447  13,598  
学際融合研究推進センター 140  1,000  1,140  
環境科学センター 10  50  60  
物質－細胞統合システム拠点 3,610  1,630  5,240  
産官学連携本部 0  20  20  
工学研究科  45,320  16,660  桂 地 区 61,980  
宇治地区(NEDO以外） 25,230  6,680  
宇治地区 
31,910  
NEDO革新型蓄電池プロジェクト 690  0  690  
生態学研究センター 20  190  大津地区 210  
霊長類研究所 134  314  犬山地区 448  














































































表 1 平成 28 年度 有機廃液担当掛一覧 
 
(2016 年 11 月 1 日現在) 
部局 担当掛 Tel./e-mail address 


























理学研究科 本部 16-3619 
a60anzen@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
薬学研究科 南西地区共通事務部 




























































表 2 有機廃液の貯留区分 
 
貯留区分 記号 摘要 
有害廃油 WO-HO 特定有害物質※を含む可燃性の廃液 
(一般)廃油 WO-OO 有害廃油、引火性廃油以外の可燃性の廃液 
引火性廃油 WO-IO 引火性の高い可燃性の廃液（引火点 70℃以下） 
有害廃希薄水溶液 WO-HAQ 特定有害物質を含む廃水溶液 
(一般)廃希薄水溶液 WO-OAQ 有害廃希薄水溶液以外の廃水溶液 
※特定有害物質：トリクロロエチレン, テトラクロロエチレン, ジクロロメタン, 四塩化炭素,1,2-ジクロロエタン, 
1,1-ジクロロエチレン, シス-1,2-ジクロロエチレン, 1,1,1-トリクロロエタン, 1,1,2-トリクロロエ



















































 ＞（別画面）排出事業者 マニフェスト＞予約情報を検索して登録 
引き渡し日（廃液搬出日）を入力。 
排出事業場に「《アサヒプリテック入力名称》」を入力し、該当するマニフェスト一覧を表示させます。 
編 集 マ ー ク   を選択し、廃棄物の数量と廃棄物の種類があっているかを確認したら、 
連絡番号 2 に 《事業場の簡易名称》-yuki と記入します。 











30 人間・環境学研究科 京都大学大学院(全角スペース)人間 jinkan 
物質-細胞統合システム拠点（桂） 京都大学(全角スペース)物質 iCeMS 







50 薬学研究科 京都大学大学院薬学 yakugaku 
iPS細胞研究所 京都大学 iPS iPS 





90 環境科学センター ― eprc 


















・連絡番号 1 の 《事業場の簡易名称》-yuki は修正しないでください。 
④ 産業廃棄物情報 















 ＞（別画面）排出事業者 マニフェスト＞予約情報を検索して登録 
連絡番号 1 に 《事業場の簡易名称》-yuki を入力。また、引き渡し日（廃液搬出日）を入力して、該当
するマニフェスト一覧を表示させます。マニフェスト番号をクリックし、内容を確認する。 
















60 農学研究科 nougaku 
70 宇治地区事務部 uji 
80 工学研究科（桂） kougaku 
















































30 物質-細胞統合システム拠点（桂） 京都大学(全角スペース)物質 iCeMS 




































































































研究所、生存圏研究所 信楽 MU観測所、防災研究所、防災研究所 火
山活動研究センター 桜島火山観測所、防災研究所 地震予知研究セ
ンター 上宝観測所、防災研究所 流域災害研究センター 宇治川オ
ープンラボラトリー、防災研究所 流域災害研究センター 潮岬風力
実験所、防災研究所 流域災害研究センター 白浜海象観測所、防災













99 基本情報 （空） 
下線が H.28 年度に実績のある部局。 
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付 2 実験廃液処理報告書（電子マニフェスト利用） 
 
 






                                      部局等の長 氏名 
本研究科（研究所等）において産業廃棄物処理業者に委託して処理した実験廃液（平成○○年○
月○日～平成○○年○月○日）について報告します。 
部局等名※   
PRTR対象物質移動量 
 クロロホルム                           kg 
 ジクロロメタン                           kg 
 トルエン                           kg 
 アセトニトリル                           kg 
 N,Nジメチルホルムアミド                           kg 
 ベンゼン                           kg 










































表 2  PRTR 対象物質の環境への排出量および事業所外への移動量（平成 27 年度、単位：kg） 
 
  
大気 下水道 事業所外 
吉田 
 
クロロホルム 2,519 53 3,267 
ジクロロメタン 3,476 13 2,812 
アセトニトリル 734 69 1,508 
ヘキサン 2,834 0 6,218 
エチレンオキサイド 5 0 0 
ダイオキシン類 1 0 178 
桂 
クロロホルム 5,426 109 6,630 
ジクロロメタン 4,183 14 2,941 
トルエン 568 0 1,201 
N, N－ジメチルホルムアミド 197 48 1,370 
ヘキサン 2,974 0 7,317 
宇治 
クロロホルム 1,617 36 2,311 
ジクロロメタン 1,793 5 854 
ヘキサン 938 0 1,499 
ダイオキシン類は、焼却炉から排出された量 
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